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天童一中卒　２年の秋も
３年の夏も羽黒工業に負けた

出身は天童です。中学は天童一中。山形新聞に勤めていた
父親が鶴岡に転勤になった関係で、小６の時に鶴岡の朝暘六
小に転校し、中３の春、天童に戻ってきました。
野球を始めたのは小３の頃。学校のチームに入って投手や

内野手をやっていました。中学では自然と野球部に入った感
じですね。成績は県大会に出た程度だから大したことないで
す。進学したら野球を続けようと思っていたけど、受験で南
高を落ちたら野球をやっていたかはわからないですね。併願
で受けた日大は特進科だったので。

野球部の練習は厳しかったですよ。 辛いのは南高の場合、
進学のために勉強もやらないといけないこと。遅くまで練習
をやって帰宅して、翌朝は朝一番の電車で学校に行って予習
をして。その繰り返しの毎日でした。
高校時代は投手もやっていたけど、最後の背番号は「４」

でした。高２の夏にエースナンバーをもらって基本［1］番
でしたけど、夏の最後の１週間前に肘を痛めて投げることが
できなくなって。３年の時はエースがいたので４番をつけて
セカンドを守り、１、２回は投げる、みたいな感じでしたね。
２年の秋はベスト４、３年の夏は３回戦まで。どっちも相手
は羽黒工業でした。高校の３年間、バリバリやった感はない
です。

加藤コーチの写真提供は北海道日本ハムファイターズ

野球部の先輩がいた東京学芸大で
　教員免許を取るつもりが…

　大学は東京学芸大学に入りました。教師志望で高校の部活
の指導者を目指していたので大学では野球をやるつもりはあ
りませんでした。第一志望も学芸大じゃなかった。でも、セ
ンター試験を自己採点したら点数が足りないし、私大を受け
る勉強もしてない、両親には浪人はさせないといわれていた
から、国立で教員免許も取れて合格ができそうなところを探
したら、学芸大の体育学科があった。体育学科にはたまたま
南高の野球部の２年上のキャプテンだった先輩がいました。
先輩も体育学科で野球をやっていて、その流れで野球をやっ

た感じですね。
社会人に引っ張られたのはたまたま。野球は続けていたけ

ど、４年の春のリーグ戦が終わったら引退するつもりでした
が、創価大戦で完封しちゃって。それをノンプロの人が見て
いて、いいピッチングをしていると声がかかったんです。僕
はサイドスローでその時は調子がよくて140キロくらい出た
んです。それで練習に来てみないかと誘われたのが社会人野
球の三菱ふそう川崎。僕は社会人で野球をやると箔がつくの
で、指導者として取ってくれるところがあるかなという乗り
で入ったのですが…。

峯
田
淳
のレジェンド訪問記
おらが南高の元

芸
能
文
化
部
長 加藤武治さん

（南高46回卒）
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北海道日本ハムファイターズ
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ノンプロの三菱ふそう川崎のエースに

三菱はきつかったですね。 社会人のトップチームだから。
学芸大ではとくに野球に打ち込んでいたわけではないので、
最初は練習についていけなくて、そのうちクビになると思っ
ていました。
１年目、三菱は都市対抗で優勝したけど、僕はちょっと投

げたらボコボコにされ、何の戦力にもなれなかった。ただ、
そうやって１年、２年とやっていくうちに体力がついたのか、
ちょっとづつスピードがついて、２年目の日本選手権の時か
らいい場面でも投げさせてもらえるようになり、球も速くな
っていったんです。社会人に入った時は130キロ前半とかだ
ったのが１４０キロを超えるようになった。３年目はエース
でした。
その頃から「プロ入りの可能性もあるんじゃないか」と言

ってくれる人もいて、ドラフトを意識するようになりました。
そして社会人３年目の02年のドラフトで横浜に指名しても
らいました（４巡目）。

プロ２年目に亡くなった父親は三菱に入社した時は喜んで
いたけど、ドラフトにかかった時は、安定した会社員生活を
捨てて、１年契約の厳しいプロの世界に入るのを反対してい
たみたいです。
元々プロに行こうなんて気はさらさらなかったんですけど

ね。それでもプロになれたのは珍しいかもしれません。子供
の頃からプロに行きたいという思いでやっている人がほとん
どですから。僕がうまく流れに乗れたのは運がよかったのと
巡り合わせもあったと思います。

番長・三浦大輔のリリーフで投げた

横浜の三浦大輔監督は僕の５つ上です。三浦監督は見た目
と違って優しい人ですよ。後輩思いだし。食事にもよく連れ
て行ってくれました。 ベンチではしょっちゅう一緒でした。
三浦さんが先発して僕がリリーフとか。

僕らの時の横浜は強くなくて毎年、最下位争いしていたの
で、しんどかった思い出も多いですね。でも、結構、使って
もらって勝ち星もあげることができた。巨人と対戦した時は
緊張したけど、面白かったですね。みんなすごいバッターだ
から。僕が横浜に入ったのはちょうど松井秀喜さんがメジャ
ーに行くのと入れ替わりでした。

大学の先輩‼　栗山監督の北海道日本ハムファイターズでは
大谷翔平や斎藤佑樹と

北海道日本ハムファイターズにはトレードで移りました。
そのおかげで今もこうして仕事ができています。入った時は
梨田監督でした。11年に退団、12年から栗山監督に代わり、
ファーム投手コーチになりました。栗山監督は学芸大出身で
す。学芸大出身の監督、コーチの組み合わせは珍しいかもし
れません。
この前引退した斎藤佑樹が入って来た時はまだ僕は現役で

した。僕にとって現役最後のルーキーが斎藤です。彼のこと
はなんで打たれないのかなと不思議に思っていました（笑
い）。テクニックはあるけど、速いわけじゃないし、すごい
変化球を持っているわけじゃない、ピンポイントでコントロ
ールできるボールがあるわけでもないから。要所要所でいい

ボールは投げていましたけど。
大谷翔平が入って来たのは13年のコーチ２年目の時です。

キャンプで２カ月ファームにいて開幕では１軍、モノが違い
ました。球は速いし、バッティングもすごかった。優等生で放
っておいても練習するし、あまり手がかからない選手でした。
今、こうして北海道日本ハムファイターズのファームコー

チをやっているのはやはり運と巡り合わせ、それから出会い
です。南高に入ったのがここまでつながっていると思います。

みねた・あつし　59年生まれ。28回卒。
夕刊紙「日刊ゲンダイ」元芸能文化編集
部長。「完全保存版　ＴＨＥ　芸能スキャ
ンダル」（徳間書店）、編著「おふくろメシ」
（ＴＷＪ）、著書「競輪全43場　旅打ちグ
ルメ放浪記」（徳間書店）、編集・プロデュ
ースに「板東英二の生前葬」（双葉社）、「由紀さおり　明日へのスキャット」
（集英社）。新刊「全裸監督が答える　不道徳で世界一まっとうな人生相談」
（村西とおる著、発売：講談社）を企画・プロデュース。㈱デヌエット代表

通算：30勝28敗９セーブ
横　　浜：03〜 09年
日本ハム：10〜 12年
日ハム（コーチ）：12〜 14年
国士舘大コーチ：15〜 17年
日ハム（コーチ）：18年〜
※�11月栗山監督が退任、
　�新庄剛志 新監督のもと、
　加藤さんは一軍投手コーチに。

加藤武治さん（南高46回卒）

ⒸH.N.F.

ⒸH.N.F.

ⒸH.N.F.
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南
流
S O U L

—— 令和南合戦南ポコ ——

第58回南高祭

　当日は晴天で行われた。１〜２年生がクラス別に縦割りでわか
れて連合となり、様々な競技で競った。綱引き、学年別障害物リ
レー、騎馬戦そして最後にクラス全員リレーが行われた。どの試
合もたくさんの声援が飛び交い、白熱した戦いとなった。
　今回の体育祭は感染防止対策として、基本マスク着用や密を避
けるといったことが行われ、例年よりも盛り上がりに欠ける体育
祭になってしまうのではないかと危惧されていたが、どの連合も
優勝を目指して力の限り戦い、南高生らしい、熱く燃えた1日と
なった。

　文化祭は講堂での開催となり、密を避けるために交互に２つの
学年が講堂へ入り、残りの学年が各教室で中継を観るという形で
行われた。
　今年の文化祭は吹奏楽部の演奏から始まり、映演部、各クラス
から選出された生徒が出し物を披露する「N １グランプリ」、音
楽部のライブとウォーターボーイズのパフォーマンスが披露され
た。そして、最後に生徒会制作のビデオ鑑賞があり、体育祭とは
また違った楽しさのある魅力溢れた1日となった。
　コロナ対策のために移動が多かったが、運営陣のしっかりした
指示のおかげでスムーズに、かつ楽しく文化祭を終えることが出
来た。

南高生の「今」— 南高新聞部
　今年も8月26日（前夜祭）から8月29日の4日間にかけて
南高祭が開催された。今年度も昨年同様に一般招待が中止さ
れ、様々な感染対策が徹底された中での開催となった。

「南流〜令和南合戦南ポコ〜」のスローガンのもと、前夜祭、
1日目の体育祭、2日目の文化祭、そして3日目にクラスマッ
チと後夜祭が行われた。
　短い期間での準備となったが、コロナ禍でも行えるよう考
えられた多くのオリジナリティあふれる企画により、大きな
盛り上がりを見せ、充実した3日間となった。

３年生集合写真
ｅスポーツの戦いの様子
クラス出し物
コロナ対策も万全
後夜祭歌
最後の勇姿
死闘の騎馬戦
盛り上がる会場の様子
組頭の宣誓
体育祭　サッカー
体育祭　バスケ
南高ウォーターボーイズ
連合の看板を背に

南高ウォ
ーターボ

ーイズ

盛り上がる会場の様子

クラス出し物

死闘の騎
馬戦

組頭の宣
誓

コロナ対策も万全

１日目　体育祭

２日目　文化祭
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　当初の予定では一般招待が行わ
れる予定だったが、今年度もコロ
ナウイルス感染症流行のため中止
となり、それに代わり連合クラス
マッチが行われた。
　連合クラスマッチは体育祭同様
に縦割りで行われ、１〜３年生が
混合チームを組み、連合ごとに得
点を競い合った。
　好天のなか、サッカー、ソフト
ボール、バレーボール、バスケッ
トボール、ソフトテニス、ドッジ
ボール、卓球、バドミントン、アー
ムレスリング、eスポーツの計10
種目が行われた。
　特に今回注目を集めたeスポーツ
では「大乱闘スマッシュブラザー
ズ」が使用され、運動競技にも負け
ない盛り上がりを見せた。

　南高祭の最後の企画となった後夜祭では鉄人
レース、歌のコンテストである「Ｎステ」、各種競
技の結果発表、花火の打ち上げ、応援団の引継ぎ
が行われた。前夜祭から始まって４日間にわたっ
て開催された南高祭は、今年も大盛況のもと幕を
閉じた。

東京同窓会報に寄せて 

　今年度も南高新聞部に同窓会報の記事を書く
機会を与えていただき、ありがとうございまし
た。未だにコロナが終息せず、今年の南高祭も
一般招待やその他一部の競技、イベントの実施
が断念されてしまい悔しい限りです。しかし、
十分な対策の中開催された南高祭では日ごろの
制限から少し解放されて、楽しい時間を過ごす
ことができました。
　現在の南高の状況をこのページを通して知っ
ていただければ幸いです。ＯＢの方々、これか
らも南高生を見守り、応援していただければ心
強いです。

ｅスポー
ツの戦い

の様子

サッカー

バスケッ
トボール

連合の看板を背に

最後の勇
姿

後夜祭歌

３年生集合写真

３日目　連合クラスマッチ

後夜祭



Yamagata-NANKOH
Tokyo Alumni Digest 20216

山形南高同窓会報(No18)_2021_Re2　6頁　22/01/05

1. 開会の辞
2. 会長挨拶
3. 黙祷
4. 校歌斉唱
5. 乾杯

6. 春高バレーダイジェスト
7. 自己紹介・今年の一文字決意
8. 応援歌「空はコバルト」
9. 閉会の辞・花笠三本締め

イケルゾ！ シマッテイコウゼ !白熱する試合

 

E-mail:kuroda_zeirishi@ybb.ne.jp

Mobile:090-4964-7616

黒田治彦税理士事務所

黒 田 治 彦
税理士・認定経営革新等支援機関・登録政治資金監査人

Kuroda Haruhiko

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 2-14-2 雄邦ビル１階

　　      　Phone 03-3556-8068 Fax 03-5213-4667

何でもお気軽にご相談ください

（南高 21 回卒）

春高バレー2021（第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会）
令和3年1月5日から東京千駄ヶ谷、東京体育館にて開催

2年連続出場となった全日本大会。コロナ禍のため無観客での試合となった。

一回戦はシード、二回戦は1月6日（水）、古豪石川県立工業高校と対戦。

結果は南高生らしく粘りの闘いを展開するも、①20対25、②26対28で敗退。

山形六中時代に全国優勝の経験のある身長191センチのエース菅原君を中心

にして、更なる南高バレーボール部の活躍を期待するとともに、東京同窓会

としても応援に駆け付けたい。（写真は「（南高ブログ）バレーボール部」より）

R3 キックオフミーティング（新年会）
令和3年1月22日（金）20：00～ 21：15　オンラインでの開催

17名の皆さんにご参加いただき短時間でしたが、
コロナに負けずに楽しく一年のスタートを切りました。

小松さん（15回）
「絆」
小松さん（15回）毛利さん（12回）

「風」
毛利さん（12回）伊藤さん（32回）

「繋」
伊藤さん（32回）黒田さん（21回）

「積」

黒田さん（21回）鈴木さん（25回）
「耐」
鈴木さん（25回）安孫子さん（28回）

「漸」
安孫子さん（28回）大場さん（30回）

「微」
大場さん（30回）庄司さん（40回）

「超」
庄司さん（40回）遠藤さん（37回）

「動」

遠藤さん（37回）村岡さん（25回）
「正」
村岡さん（25回）武田さん（27回）

「春」
武田さん（27回）寒河江さん（32回）

「挑」
寒河江さん（32回）落合さん（55回）

「飛」
落合さん（55回）渡辺さん（58回）

「父」
渡辺さん（58回）石山さん（32回）

「山」
石山さん（32回）土田さん（25回）

「希」
土田さん（25回）峯田さん（28回）

新幹線から参加
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日時：令和4年6月11日（土）午後
場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　東京都千代田区九段北4-2-25
電話：03-3261-9921

令和4年度 山形南高東京同窓会総会 篤志家の
ご寄附のお願い

東京同窓会の活動費のための
ご寄附を募っております。

是非、郵便局の次の口座まで
ご送金くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。
口座名：山形南高東京同窓会東京支部
口座記号番号：00110−7−581420

※コロナ禍のため、詳細は4月にご案内いたします。
　安全面を第一に考慮し開催を決定してまいります。
　是非出席のご予定をお願いいたします。

オンライン開催で、20名の皆さんが参加していただきました。
Zoom開催のため、首都圏の他、山形や大阪からも参加いた
だき、楽しく交流のひと時を過ごしました。
参加者を募るにあたりメール等を有効に活用し、欠席の方か
らも事前にメッセージを頂戴し情報を共有することができまし
た。なかなかいい感じで盛り上がりました。

①12回 毛利さん
②15回 小松さん
③15回 尾添さん
④17回 菊地さん
⑤21回 黒田さん
⑥21回 片桐さん
⑦25回 鈴木さん

⑧25回 村岡さん
⑨25回 土田さん
⑩27回 武田さん
⑪28回 峯田さん
⑫28回 安孫子さん
⑬32回 寒河江さん
⑭32回 伊藤さん

⑮38回 菊地（真）さん
⑯38回 菊地（正）さん
⑰40回 庄司さん
⑱53回 佐藤さん
⑲54回 高橋さん
⑳55回 落合さん

参加者20名

サマーフォーラム2021（暑気払い）
2021年6月18日（金）20：00 ～ 21：30

令和3年度山形南高東京同窓会オンライン懇親会
2021年11月20日㈯　17：00～ 19：00

当初総会開催を予定しておりましたが、コロナ禍のため中止となりま

したので、同日オンライン（Zoom）での懇親会開催を企画いたしました。

お忙しい中14名の皆様にご出席いただき、楽しく語り合うことができ

ました。税理士と弁護士の出席もあり、身近な税務相談や法律相談によ

り大いに盛り上がりました。

来年6月の総会で多くの皆さまと再会を祝し合いたいと存じます。

①山口さん（南高7回卒）
②毛利顧問（南高12回卒）
③小松会長（南高15回卒）

④黒田さん（南高21回卒）
⑤鈴木さん（南高25回卒）
⑥村岡さん（南高25回卒）

⑦土田副会長（南高25回卒）
⑧武田さん（南高27回卒）
⑨峯田さん（南高28回卒）

⑩大場さん（南高30回卒）
⑪伊藤副会長（南高32回卒）
⑫遠藤さん（南高37回卒）

⑬庄司さん（南高40回卒）
⑭菊地さん（南高38回卒）出席者

14名
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尾添　仁（南高15回卒・大阪府在住）

貴会主催のオンラインで結ぶ「サマーフォラム2021」に
大阪の地から参加させて頂きました。フォーラムでの近況報
告の中で私は「定年退職後、写真を楽しんでいる」ことを報
告しました。フォーラムから数か月が過ぎて会より連絡があ
り、「会報」への写真の掲載と写真にまつわるエピソードを
掲載して欲しいとの依頼があり寄稿することとなりました。

私と写真　雑感
私が定年退職後に余生を楽しむための趣味のひとつとして

始めたのが「写真の作品づくり」です。退職して自由な時間
をもて余すことだけは避けようと、沢山の選択肢がある中か
らこれを選びました。写真は“出会いと感動”とも言われ、ひ
たすら楽しみを広げ、高めることができます。写真はフィー
ルドワークが必要であり歩くことが健康を増進させてくれま
す。余生を生きる老人の身としては、写真はテーマを決め作
品をつくるためカメラの技術的なことも含めかなり頭を使い
ます。それが脳の活性化となり、認知症などの予防にもつな
がるのではと勝手に思っています。また写真は沢山の出会い
と感動から心豊かに生きる力をも享受できます。

こんなことを思いながら、感じながらもう10年にもなりま
した。
写真は奥深く中々究めにくいのですが、今にしてやっとそ

の一端が見えてきたように思います。最近では写真のコンテ
ストに入賞したり、写真の専門雑誌にも掲載されるようにな
りました。自分の作品が評価をえて認められる、こんな嬉し
いことはありません。そして今後生きていく上での大いなる
励みにもなります。
私はもうすぐ後期高齢者（75才）になります。いよいよ人

生の最終盤に入ります。写真の作品作りはまだまだ続きます。
最後の挑戦です。

私の作品
写真ですが、３枚掲載します。この３枚は過去３年間に私

の年賀状に掲載したものです。いずれもタイトル、撮影場所
を添えておきます。それぞれ、私の思いがたっぷりと詰まっ
た作品です。また、何等かのコンテストで入賞した作品でも
あります。

定年後、写真を楽しむ

「朝ぼらけ」　（長野県　王滝村　自然湖）
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「光芒」　（大阪府　千早赤阪村　金剛山本道２合目付近）

「錦秋」　（奈良県　御所市　金剛山山頂　ひさご池）
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東京藝術大学声楽科に一浪で合格し、上京。あれからざっ
と45年ほど経ちました。
大学から現在までの、想い出に残る事柄を列記します。

３年時、大学記念行事で
藝大合唱団としてカラヤン
指揮の第九に参加。オケは、
ベルリンフィル。
晩年のカラヤンは、リ

ハーサルでは背中が曲が
りヨボヨボと指揮台に上が
り、鉄格子のような囲いに
つかまりつつの指揮。が、
本番では颯爽と現れ、背筋
をピンと伸ばしカリスマの
タクトを振りました。
大学時代の最高の体験で

した。
在学当時はよく音楽の仕事（アルバイト）が掲示され、希

望者はそこに参加できました。
友達は、「ドリフターズの８時だよ全員集合の最後の方に

あった聖歌隊の最後列」に毎週のように参加。時期は違いま
すが、私は高峰三枝子全国縦断リサイタルや西城秀樹さん（ク
リスマスコンサート）のバックコーラスに参加しました。お
二人とも気さくで素敵な方でした。
他に、現代作曲家のヤニス・クセナキスの作曲した初演も

のにも参加しました。特筆すべきは、その音楽の和音構成。
通常、＃（シャープ→縦と横の線が２本ずつ交差）がつくと、
ある音を半音上げますね。彼の作品では、このシャープの記
号に似ていて「縦と横の線が3本ずつ交差」が出てきました。
つまり、「ある音を４分の３だけ高く」という記号であり、
同じ音で＃とこの記号が同時にハモるように作曲されたも
の。ハモるというより猛烈な不協和音のぶつかり合いでした。
卒業後は、どこに

も所属せずひたすら
個人で声楽を磨きな
がら歌の個人指導を
25年ほど。
その間の43歳時、

仲間たちと一週間ほ
どイタリアへ声楽の
レッスンを受けに行きました。
30代の難病にて腹部に障害を持つ身になり、体重20キロ

減。妻の献身的支えにより回復した、5年後の事でした。

毎日レッスンを受け、
明日帰国という「前日の
レッスン」のことです。
身体が限界を超え倒れ

そうになった時、それま
で柔和な微笑みを浮かべ
ていたマエストラ（女性
の先生）が突然に真顔に
なり、静かにこう言った
のです。
「日本からはるばるイタ
リアまで何しに来たの？
　明日それで帰る気な
の？」と。
身体が一瞬で凍り付き、が、次に猛烈なエネルギーが湧き

出て信じられないような声を出し、最後には最大級に褒めら
れて終了。
そばで友人がその瞬間を写真に撮っていましたが、後にも

先にも自分のあんな表情は観たことがありません。
音楽の奥深さ、永遠の厳しさ、そして最高の喜びを味わっ

たのです。

長年の個人指導終了後は、生きるために働きつつ音楽への
時間は「自分のみ」へ費やす日々です。
今後残された時間は世界各国の素晴らしい歌曲を原語で演

奏し、その録音を後世に残すのが最大の目的になっています。

世界中の歌曲を聴きまくり、その中で自分の心の琴線に触
れた譜面をコツコツ集めてきました。
収録機材の購入とその使い方の学びで２年ほど費やし、約

10 ヶ国語の言語の譜面とにらめっこしながら毎月の伴奏合
わせと収録作業。さらにその音声編集と、難題が山積みです。
あまりに困難すぎますが、山南時代にハッキリ悟った「自

分の進むべき道」を今後も可能な限り追求し続けてまいりま
す。
演奏音声は、譜面などを扱うサイトに11月半ばに商品とし

てアップ致しました。
MySongs（世界各国の歌曲）：
https://utamaru.shop-pro.jp/?tid=6&mode=f268

誰も通ったことのない道なき道を歩み続け、歌と共に生き
て参ります。山南の卒業生に、たまにはこんな変わり者もい
てもいいですよね。

10
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橋本篤彦（南高25回卒）歌と共に生きる

南高生時代

リサイタルにて

大学コーラス時代
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武田謙吾（南高27回卒）

2015年２月末、冬の日本から一路熱帯のミャンマーに。
ヤンゴン国際空港に降り立った時あまりの蒸し暑さに思わ
ず「暑い！」と叫んでしまいました。以前ビルマと呼ばれた
この国は、人口は日本の半分、面積は２倍、「ビルマの竪琴」
の国として知っている方も多いと思います。ミャンマー人の
多くは信仰に篤い仏教徒で、小さい頃から善行や悪行につい
て教えられているせいか比較的治安が良い国です。ある日本
人がタクシーに２度も財布を忘れたのですが２回とも１円も
欠けず戻ってきたとのこと、ちゃんと戻るのは日本とミャン
マーだけだと言っていたそうです。バスで子供を抱いた人が
乗ってくると必ず席を譲ります。私も大きなバナナの房を抱
えて立っていると、座っている人から持ってあげますよと声
を掛けられたことが何度もありました。人見知りで真面目な
ところも日本人とよく似ており、他の東南アジアの国々とは
ちょっと違い外国に来た感じがせず、昭和30年代の日本にタ
イムスリップしたような印象です。

私は小さい頃か
らJICAの青年海
外協力隊に参加し
たいと思っていた
のですが、当時ま
だボランティア休
暇制度はなく、参
加するには職を辞
するしかありませ
んでした。帰国後
の職探しの不安も

あって参加できずにいたのですが、50代になって「人生に
悔いは残すまい」と決意。その後経済的にも目処が立ったの
で家族とも相談して55歳で会社を早期退職し協力隊に応募。
念願叶ったその最初の赴任先がミャンマーのヤンゴン・コン
ピュータ大学でした。
大学はヤンゴン中心から北に25kmほど離れた郊外にあり、

ミャンマーに26校ほどあるコンピュータ関係の大学のなかで
最も大きな大学です。生徒数約4,000人、教職員約250人の
コンピュータと情報技術専門の４年制大学で大学院も併設さ
れています。学長をはじめ教職員と生徒の殆どが女性で、私
がシニア世代だったせいか細かい心遣いにいつも感謝してお
りました。大学がヤンゴン市街から離れているため、ほとん
どの教員と学生は片道約２時間かけてバスで通ってきます。
手に手にお弁当箱を持った制服姿を見ると、高校生時代遠い
道のり左沢線で山形市内まで通ったことや、朝早くからお弁
当を作ってくれた母親のことが思い出されました。

国の方針としてコンピュータエンジニアの育成が打ち出さ
れ、大学の授業に組込システムの講座を開設することになっ
たのですが、先生方の実務経験が少ないためJICAに支援依
頼があり、ボランティアとして教員や学生を指導することに
なった次第です。組込システムとは冷蔵庫やエアコンなどの
家電製品や車に使用されているマイコンのことです。秋葉原
で購入したマイコンボードを使って実際にプログラムを作り
ながら、基本的な動作やプログラミング方法について教えて
いました。
私の住まいは大

学構内にある職員
住宅でしたが、大
学の周囲には何も
無く買い物は３km
離れた村の市場に
行くしかありませ
ん。飲料水だけは
20Lボトルで購入
しましたがそれ以外は全て井戸水です。食器を洗うと流しに
泥が溜まり、シャワーからはミミズが出てきたりして。夏場
は日に10回以上停電しその度に授業は中断、当時は苦労しま
したが今となっては楽しい思い出です。
その後もボランティアとして再度派遣されたり、教え子の

結婚式に招待されたりして毎年ミャンマーを訪れています。
2015年の総選挙で大きく民主化に舵が切られ、これから豊
かになれるぞと誰もが希望を抱いていたその時にコロナと軍
のクーデターに見舞われてしまいました。残念なことにお世
話になった学長もその犠牲になってしまいました。今は同僚
や教え子とSNSで連絡を取り合っているだけですが一日も早
く再会できる日が来るよう願っています。

JICAボランティアに参加して

ヤンゴンの中心街の様子です。中央奥に写って
いる金色の仏塔がスーレーパゴダでヤンゴンの
象徴の一つです。

全国に26校あるコンピュータ大学の准教授、
講師を集めて特別講義を行った時の写真です。
コンピュータ大学は全国の主要都市にあり、教
員のほとんどが女性です。

ヤンゴンの式場で行われた教え子の結婚式の写
真です。家内と一緒に主賓として招待されまし
た。身にまとっているのはミャンマーの民族衣
装のロンジー（巻きスカート）で裸足にサンダ
ルが正装です。
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「風さそう　花よりもなほ　我はまた　春の名残を　いか
にとやせむ」ご存知「忠臣蔵」の切っ掛けを作った播州赤穂
藩の藩主浅野内匠頭の辞世の句である。死の間際によくぞこ
れ程の詩が詠めると感嘆しきりである。切腹を仰せつかり、
その準備の間に手早く読まなければならない。私なんぞは気
が動転して詩歌を読むどころでは無い事は確かである。
内匠頭の場合、松の廊下で吉良上野介に刃傷に至り、即刻

切腹を申し渡されたとある。その切腹の場が、私の住んでい
る建物から僅かな距離にある為、他人事では無い気がしてい
る。その地に近く「切腹最中」を名物とする和菓子屋「新生堂」
が店を構えており、よくお世話になっている。何か、不祥事
があった場合この菓子を持参し「切腹してお詫び仕る」の意を
告げれば、相手方からも笑って許してもらえる功徳もあった。

この歳になると故人の辞世の句が
気になってくる。自分もこの様な句
が作られる訳ではないが、これまで
の句の傾向を探ってみるのも面白い。
良く知られた句としては吉田松陰の
「身はたとえ　武蔵の野辺に　朽ちぬ
とも　留め置かまし　大和魂」があ
る。萩の城下に松下村塾を開き、高
杉晋作、伊藤博文、久坂玄馬、山県
有朋などの門下生に持った松陰だが、
29歳の時に安政の大獄で罪に問われ、

江戸の伝馬町牢屋敷で処刑された立志伝中の人であった。改
めて、この句を読めば死罪を覚悟し予め認めておいたものと
推察できる。
己の死期を予測し、認めたであろう句には豊臣秀吉の「露

と落ち　露と消えにし　我が身かな　浪花の事も　夢のまた
夢」や、三島由紀夫の「益荒男が　たばさむ太刀の　鍔鳴り
に　幾とせ耐えて　今日の初霜」がある。秀吉の「夢のまた夢」
は何となく無常を感じるが、三島の句は死してなお、己を誇
示する力強さがある。
一方で「死なんぞは糞くらえ」とばかりに面白おかしく詠っ

た句も少なくない。弥次さん喜多さんを配した「東海道中膝
栗毛」などを世に出し、当代一の流行作家だった十返舎一九
などは「この世をば　どりゃお暇せん香の　煙と共に灰さよ
うなら」などと洒落とユーモアの籠った句を残している。辞
世の句と言えるかどうかは論議の分かれる所ではあるが、盗
賊石川五右衛門の「石川や　浜の真砂は尽きるとも　世に盗
人の種は尽きまじ」も面白く読ませる句である。
また、淡々としすぎており辞世の句と言えるかは議論を呼

びそうな句に「願はくは　花の下にて　春死なむ　そのきさ

らぎの　望月のころ」と言う句がある。ご存知西行法師の句
であるが、何となく分かりそうな気がする。更には、辞世の
句と言えるかと言われれば、普通の俳句かなと思われる句に
「散る桜　残る桜も　散る桜」「うらを見せ　おもてを見せて
　散るもみじ」などの句を持つ良寛和尚が居る。歌人は幸せ
である。生前の句が辞世の句に取り上げられても、誰も文句
は言わないからである。その典型が「余は石見人森林太郎と
して死せんと欲す」と詠んだ森鴎外である。
中には恨みつらみを書き込んだと思われる句もある。幕末

に人斬り以蔵と恐れられ、志が不明な志士と言われた岡田以
蔵は慶応元年（1865）5月に打ち首獄門にて亡くなっている。
享年28まだまだ若き志士である。その折の辞世の句が「君が
為め　尽くす心は　水の泡　消えにし後は　澄み渡る空」尽
くしたと言う君は誰かは不明だが、最後は潔い句ではある。
更に不気味なのが源為義の句である。余りお馴染みではない
名であるが、彼は源頼朝・義経の祖父に当たる方で、保元の
乱で敗れ、実子であった源義朝に斬られている。その折に呼
んだと言われる句が「父を斬る子　子に斬られる父　斬るも
斬らるるも宿執の排き事　恥ずべし恥ずべし　恨むべし恨む
べし」文中の宿執は（しゅくしゅうと読む）は積年の恨みと
か執念の事。この句を読むと、平安の世から戦国までの棟梁
の在り方が見えてくる。怖いですね。
最後に女の方も辞世の句を読んでおりますね。クレオパト

ラや楊貴妃と並び、世界の三大美人と称され歌人でもあった
小野小町の辞世の句が「あはれなりわが身の果てや浅緑　つ
ひには野辺の霞と思へば」である。良く分からないが、私は、
年老いた身の儚さを読んだものと推察している。次に春日局
でありますが、波乱万丈の一生を送り64歳で亡くなったと言
われております。彼女の句が「西に入る月を誘いて法を得て
　今日ぞ火宅をのがれけるかな」である。生涯の生き様を火
宅としたのか、権力の最中にありながら心休まる所では無
かったと言うのか不明だが、何となく気になる句である。彼
女の父親が仕えていた明智光秀の句が「心しらぬ人は何とも
言はばいへ　身をも惜しまじ名をも惜しまじ」と開き直って
ますね。私の心境も同じようなものです。

12
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毛利　昭（南高12回卒）古人の辞世の句に想う

和菓子屋「新生堂」

浅野内匠頭終焉の地碑
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吉野禮三氏（南高３回）のご逝去の報
に接し、驚きを禁じ得ません。コロナ禍
のためお会いすることがなく、メールの
やりとりもしばらくなかったのですが、
まさか逝去されていたとは。
吉野氏は平成14 ～ 15年度に常任幹事

になられ、16 ～ 19年度に副会長を歴任。文字通り再開された
ばかりの山南東京同窓会の牽引役を引き受けられた方です。
若手の我々とも積極的に意見交換をしてくださり、その歯に衣
着せぬ発言に襟を正された方々も多いのではないでしょうか。
郷土研究部に属しておられた吉野氏は、生涯「郷研の士」
であられました。最上郡船形町の最上川段丘から出土した西
の前遺跡の女性の土偶に魅せられ、その美しい像の写真を「会
報」第６号に掲載してくださり、私たちにその感動を何度も
話されたのでした。
心よりお悔やみを申し上げます。（令和2年7月9日ご逝去）

山田　勲氏（南高８回）は平成16 ～
19年度に常任幹事になられ、20 ～ 23年
度に副会長を務められました。
東京同窓会が再出発してから８年間、

この最も重要な時期に、会の発展のため
に尽力してくださいました。同期の方々

が、健康やその他の理由で総会に出席されなくなっても、山
田氏は総会に出席し続け、若い私たちを鼓舞し続けてくださ
いました。言葉数の多い先輩ではありませんでしたが、とて
も誠実かつ優しい方で、東京同窓会をこよなく愛してくださっ
ていました。目立たない方ではありましたが、いつも総会の
真ん中にでんと構えていてくださったように思います。私た
ちの相談にもいつも快く耳を傾けてくださいました。決して
ご自分の考えを押しつけようとはなさらず、私たちの考えを
尊重してくださいました。
心よりお悔やみを申し上げます。（令和3年3月26日ご逝去）

吉野禮三氏,、山田　勲氏 両名を偲んで　　小松栄三郎

山形南高東京同窓会事務局御中

拝啓　突然お手紙を差し上げる失礼をお許し下さい。私は鈴木健
一（昭和5年7月29日生）の長女、鈴木裕子と申します。このたびは
父への賀状を有難うございました。
　父鈴木健一は令和2年（2020年）12月23日、横浜旭中央総合病
院にて誤嚥性肺炎のため亡くなりました。90歳でした。疫病蔓延
の折、12月31日に家族葬により父を送りました。
　父と同年代のOBはかなり少なくなっていると存じますが、父の
事をご存知の方がいらっしゃったらと思い、簡単ながら父の生い
立ちを下に書きます。父の人生と交差した瞬間、すれ違った瞬間
のことをふと思い出して頂ければ本人も喜ぶと思います。
　昭和5年（1930年）、父は山形県山形市にて鈴木直吉、タミエの
長男として出生、母方伯母の夫で当時北京神社の宮司をしていた
梅本俊次氏の誘いにより、旧満州国鞍山市（現遼寧省鞍山市）に昭
和製鋼（現鞍山製鉄）技術者家族として移住しました。満洲の大地
は広大で、莫大な投資により日本国内より先進的で充実していた
そうです。一般家庭での水洗トイレも標準設備でした。
　終戦の混乱による措置で、終戦時の中学三年生を山形で再履修、
引揚者は成績ではなく日本到着順で高校に振り分けられたとのこ
とでした。山形二高（現山形南高）では経済困窮の中勉学に勤しみ、
特に数学と英語の勉強は将来の仕事につながる大切な糧となりま
した。身一つで引き揚げてきた人々にとっては、体得した知識、
勉学は誰にも奪えない掛けがえのない財産でありました。

　東北大学機械工学科に進み、航空学を学び飛行機の設計士にな
りたいという子供の頃からの夢はＧＨＱ指令による日本の航空技
術研究禁止、風洞実験施設破壊により叶いませんでしたが、卒業
後は山形県電気局でダムの発電施設建設に携わり、その頃仕事の
先輩の紹介で、後に母となる小薗井陽子（昭和33年ミス山形代表）
と知り合いました。その後、昭和35年、30歳で日産自動車に就職
し上京、31歳で母と結婚しました。
　東南アジア技術研修を経て、昭和40年35歳から6年間は米国日
産に勤務し、米国におけるサービス基盤の確立に貢献しました。
米国勤務中40歳で娘二人を授かりました。
　78歳までは海外旅行もしていましたが、83歳を過ぎた頃から足
腰が弱り、母の体調不良もあり、デイサービスやショートステイ
を利用していました。
　コロナウィルス感染予防措置で面会を果たせぬまま、2020年9
月16日に母を肺癌で失ったことは、大病を何度も乗り越えてきた
父にとって、かねてからの体力低下と相まって心に痛手であった
と思われます。12月14日に肺炎により入院、23日午前2時32分に力
尽きました。コロナ後に会うことを約束していたので大変残念で
す。
　戦争を生き抜き、特技を生かして日本の花形産業の自動車業界
において戦後の日本復興に実直に尽くし家族を支えた父を、日本
の宝の一人であったと誇りに思います。
　皆様のご健康、ご多幸を心よりお祈りいたします。	 敬具

2021年2月6日　鈴木裕子（鈴木健一長女）

同窓生のご家族よりお手紙を頂戴いたしました。御了承をいただきましたので、紹介させていただきます。(抜粋)
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東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

よ
り
本
校
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
貴
同

窓
会
の
皆
様
や
、
遠
隔
の
地
か
ら
の
諸

先
輩
方
に
よ
る
暖
か
い
激
励
や
情
報
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
は
じ
め
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
始
ま
り
、
学
校
も
社
会
全
体
も
不

安
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
東
京
同

窓
会
の
皆
様
方
が
お
住
い
の
と
こ
ろ
で

も
大
変
な
思
い
だ
っ
た
こ
と
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
に
、
本
校
創
立
80

周
年
を
迎
え
、
10
月
５
日
に
は
記
念
式

典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
来
、

同
窓
会
の
皆
様
方
か
ら
様
々
な
ご
提
案

を
頂
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
メ
イ

ン
と
し
た
記
念
事
業
を
企
画
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
、
３
年
教
室
に
は
高

性
能
の
電
子
黒
板
の
設
置
、
並
び
に
学

習
用
と
し
て
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
80
台
等
の
ご
寄

贈
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

常
授
業
に
も
活
用
し
、
休
校
時
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
も
対
応
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
幸
い
に
も
現
時
点
で
は
休
校

措
置
を
と
る
ま
で
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
平
時
の
活
用
と
し
て
教
員
も

授
業
を
組
み
立
て
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
生
徒
の
活
動
状
況
と
し
て

は
、
運
動
部
１
団
体
４
個
人
が
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
、
文
化
部
３
部

が
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
南
高
祭
も
１
９
６
４
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に
第
１
回
が

行
わ
れ
た
時
か
ら
今
回
で
58
回
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
折
に
定
め
ら
れ
た
「
南

高
祭
３
原
則
」（
・
南
高
生
自
ら
の
手
で

行
う
こ
と
・
南
高
生
全
員
が
企
画
し
、
参

加
す
る
こ
と
・
南
高
生
全
員
が
団
結
し
、

プ
ラ
イ
ド
を
示
す
こ
と
）
を
立
派
に
引

継
ぎ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
の
工
夫
と
情
熱
の
下
、
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
て
ほ
っ
と
し
て
お
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
感
染
症
対
策
は
厳
重

に
し
、
こ
れ
に
よ
る
感
染
拡
大
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
同
年
10
月
以
降
も
生

徒
の
活
躍
の
場
を
控
え
、
そ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年
度
末
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
修
学
旅
行
を

海
外
に
、
探
究
活
動
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
5
・
0
や
Ａ
Ｉ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解

な
ど
）
と
し
て
校
内
外
へ
、
と
様
々
な

変
化
に
対
応
す
べ
く
舵
を
切
っ
た
ば
か

母
校
創
立
80
周
年
に

お
も
う

山形南高等学校
校長　石澤 惣栄

山形新聞全15段・2頁見開きで掲載の「山形南高創立80周年記念広告」です。（2021年10月5日）

り
な
の
で
す
が
、
外
へ
は
出
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
終
息
を
迎
え
た
ら
再

出
発
で
す
。

最
後
に
、
令
和
３
年
度
も
東
京
同

窓
会
総
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

旨
の
ご
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。
令
和

４
年
の
６
月
に
実
施
予
定
の
こ
と
と

伺
い
ま
し
た
。
山
南
東
京
同
窓
会
の

皆
様
が
健
康
で
笑
顔
で
再
会
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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昭
和
16
年
山
形
県
立
山
形
第
二
中
学

校
と
し
て
創
立
し
、
本
年
め
で
た
く
創

立
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
事
業

と
し
て
、
電
子
黒
板
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
設

備
・
記
念
講
堂
座
席
シ
ー
ト
の
一
部
改

修
・
音
響
設
備
・
こ
の
10
年
間
の
足
跡

記
録
・
記
念
講
演
会
の
開
催
と
、
計
画

通
り
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
小
松
会
長
さ
ん
は
じ

め
東
京
同
窓
会
・
多
く
の
同
窓
生
・
先

生
方
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
よ
り
貴
重
な
寄

付
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
り
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
創
立
80
周
年
を
機
に
、
生
徒
達

も
南
高
の
団
結
力
、
先
輩
方
の
熱
き
思

い
を
胸
に
、
新
た
な
輝
か
し
い
歴
史
を

築
い
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
総
会
・
祝
賀
会
も
前

年
に
引
き
続
き
、
36
回
卒
彌
勒
会
・
56

回
卒
矢
頃
会
が
当
番
幹
事
と
し
て
「
南

高
愛
歌
（
ブ
ル
ー
ス
）
２
０
２
０
＋
１

“
お
前
も
南
高
が
ぁ
〜
”
」
を
テ
ー
マ

と
し
検
討
準
備
を
進
め
た
も
の
の
、
今

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
効
果
で
感
染
者
激
減
し
て
い
る
も
の

の
、
大
人
数
で
の
宴
会
に
は
規
制
も
あ
り
、

何
よ
り
も
出
席
い
た
だ
く
方
々
の
安
全

安
心
を
考
慮
し
、
総
会
の
み
開
催
し
、
祝

賀
会
は
本
年
も
残
念
な
が
ら
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
当
日
は
、
南
高
創
立
40
周
年
記

念
に
制
作
さ
れ
た
記
録
映
画
『
想
い
出

の
学
舎
』
を
12
回
卒
川
部
辰
男
先
輩
が

画
像
を
修
正
し
、
内
容
を
編
集
さ
れ
た

映
像
を
上
映
い
た
し
ま
し
た
。
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
懐
か
し
む
同
窓
生
、
こ
ん

な
時
代
だ
っ
た
ん
だ
と
驚
く
同
窓
生
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
総
会
を
閉
じ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
同
窓
会
総
会
は
、
来
年
6
月
開

催
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
総
会
は
11
月
、
37
回
卒

・
57
回
卒
が
当
番
幹
事
と
し
て
準
備
に

取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
と
声
高
ら
か
に
校
歌
・
応
援

歌
を
歌
え
る
こ
と
を
熱
望
し
て
お
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
東
京
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
会
員
各
位
の
ご
健
勝

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

南
高
創
立
　
　
　
　

80
周
年
万
歳
!!

山形南高同窓会
会長　吉田 福平

会
　
長

小
松
栄
三
郎
（
南
高
15
回
）

副
会
長

土
田　

和
男
（
南
高
25
回
）

副
会
長

伊
藤　

和
弘
（
南
高
32
回
）

監
　
事

安
孫
子
謙
三
（
南
高
28
回
）

顧
　
問

森
谷　
　

享

顧
　
問

斎
藤　

常
男

顧
　
問

毛
利　
　

昭

常
任
幹
事

監
事
兼
務

黒
田　

治
彦
（
南
高
21
回
）

常
任
幹
事

鈴
木　

淳
一
（
南
高
25
回
）

常
任
幹
事

村
岡　
　

登
（
南
高
25
回
）

常
任
幹
事

峯
田　
　

淳
（
南
高
28
回
）

常
任
幹
事

安
孫
子
雅
敏
（
南
高
29
回
）

常
任
幹
事

大
場　

勝
一
（
南
高
30
回
）

常
任
幹
事

柴
田　

哲
史
（
南
高
30
回
）

常
任
幹
事

高
橋　

達
志
（
南
高
32
回
）

常
任
幹
事

山
田　

健
嗣
（
南
高
36
回
）

常
任
幹
事

笠
原　

精
二
（
南
高
37
回
）

常
任
幹
事

菊
地　

真
治
（
南
高
38
回
）

常
任
幹
事

青
木　
　

宏
（
南
高
39
回
）

常
任
幹
事

庄
司　

真
人
（
南
高
40
回
）

常
任
幹
事

金
井　

正
行
（
南
高
41
回
）

常
任
幹
事

小
山　

伸
治
（
南
高
42
回
）

山
形
南
高
等
学
校
同
窓
会
　
東
京
支
部

山
形
南
高
東
京
同
窓
会

令
和
３
年
度
役
員
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コバルトの空 
◆
令
和
３
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
重
い
空
気

の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、１
月

６
日
の
春
高
バ
レ
ー
で
の
南
高
生
の
活

躍
が
熱
い
青
春
時
代
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
た
。続
い
て
１
月
22
日
「
Ｒ
３
キ
ッ

ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
新
年
会
）が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、17
名
が
集
い
、更
な
る

飛
躍
の
一
年
を
決
意
し
合
っ
た
。◆
常
任
幹
事
会

は
毎
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
よ
り
、一
致
団
結

し
て
東
京
同
窓
会
の
あ
り
方
を
協
議
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
同
窓
の
絆

を
ど
う
深
め
て
い
け
る
の
か
、伊
藤
副
会
長
を
中

心
に
具
体
的
に
活
動
に
移
し
た
。
今
号
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
は
こ
の
活
動
か
ら
接
点

が
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。６
月
18
日
「
サ
マ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」（
暑
気
払
い
）も
20
名
が

参
加
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。中
止
と
な
っ
た

総
会
開
催
予
定
日
の
11
月
20
日
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
懇
親
会
を
開
催
。
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
、山
形
、大
阪
、東
京
・
首

都
圏
の
同
窓
生
が
参
加
、
距
離
を
感
じ
る
こ
と

な
く
，南
高
生
と
し
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
確
か
め
合
っ

た
。◆
レ
ジ
ェ
ン
ド
訪
問
記
は
、北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
加
藤
武
治
コ
ー
チ
（
南
高

46
回
）で
す
。コ
ロ
ナ
禍
、球
団
の
ご
協
力
に
よ
り

実
現
し
ま
し
た
。新
庄
監
督
の
も
と
更
な
る
ご
活

躍
を
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
。◆
あ
こ
が
れ
の
南

高
生
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
何
す
る
も
の
ぞ
！　
と
、

創
立
80
周
年
記
念
を
活
き
活
き
と
勝
ち
超
え
て

い
る
。今
年
も
新
聞
部
の
皆
さ
ん
に
「
南
高
生
の

今
」を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。南
高
生
は
時

代
を
超
え
て
我
々
同
窓
生
の
期
待
通
り
の
南
高

生
で
し
た
。◆
今
後
も
多
く
の
寄
稿
を
募
集
し
、

活
躍
す
る
同
窓
生
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
フ

レ
ー
！　
フ
レ
ー
！　
南
高
！

	

土
田
和
男
（
南
高
25
回
卒
）

我
ら
が
南
高
は
令
和
三
年
に
八
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
一
日
の
熱
心
な
教
育
活
動
が
八
〇
年
間

積
み
上
げ
ら
れ
、
有
為
な
人
材
を
社
会
に
輩
出

し
続
け
て
来
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

今
後
も
い
っ
そ
う
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

◎
総
会
を
六
月
に

令
和
二
年
と
三
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
た
め
、
総
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
令
和
四
年
度
は
何
と
し
て
で
も
総
会

再
開
に
漕
ぎ
つ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、

六
月
に
開
催
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
秋
に
開
催
し
て
い
た
総
会
を
会
計

年
度
に
出
来
る
だ
け
合
わ
せ
、
六
月
頃
に
開
催

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
の
中
旬

の
土
曜
日
に
会
場
を
確
保
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
さ
い
わ
い
な
こ
と
で
し
た
。

当
初
は
六
月
の
土
曜
日
、
日
曜
日
は
予
約
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
の
で
、
平
日
で
も
や
む
を
得

な
い
と
十
一
月
の
常
任
幹
事
会
で
決
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
日
の
予
約
も
難
し
い
状
況
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
六
月
頃
に
団
体
予

約
が
殺
到
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
全

く
偶
然
に
六
月
の
土
曜
日
が
空
い
て
い
て
予
約

で
き
た
の
で
す
。
あ
る
常
任
幹
事
は
「
奇
跡
で

す
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
も
そ
う
思
い
ま
し
た
。

◎
新
し
い
出
発

六
月
の
総
会
は
初
め
て
で
す
。
総
会
の
案
内
、

出
席
者
の
確
認
、
総
会
資
料
の
作
成
、
会
計
の

取
り
扱
い
な
ど
、
業
務
は
同
じ
で
も
準
備
す
る

時
期
が
違
う
た
め
、
う
っ
か
り
ミ
ス
が
出
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
心
し
て
準
備
に
取
り
掛
か

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
総
会
が
六
月
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

は
幾
つ
か
の
意
義
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

①
会
計
年
度
が
四
月
に
近
づ
い
た
こ
と　
②
当

該
年
度
の
活
動
を
ほ
ぼ
四
月
か
ら
一
年
単
位
で

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と　
③
学
校
や
社
会

の
活
動
と
時
間
が
合
っ
て
い
る
こ
と
等
で
す
。

時
間
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
こ

と
は
確
か
に
合
理
的
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
私
は
「
同
窓
会
へ
の
参
加
を
も
っ
と
呼

び
掛
け
る
こ
と
」
を
提
唱
い
た
し
ま
す
。

第
一
に
、
卒
業
生
た
ち
に
呼
び
掛
け
た
い
。

毎
年
卒
業
式
前
に
「
会
報
」
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
今
後
「
会
報
」
と
一
緒
に
招
待
状
も
併
せ

て
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。。

第
二
に
、
大
学
生
に
呼
び
掛
け
た
い
。
昨
年

の
六
月
、
私
は
私
が
住
ん
で
い
る
千
葉
県
成
田

市
に
隣
接
す
る
酒
々
井
町
に
あ
る
順
大
を
訪
れ
、

野
球
部
の
監
督
（
四
年
生
。
山
南
出
身
）
に
会

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
四
年
生
で
監
督
を
や

っ
て
い
る
の
で
驚
い
た
の
で
す
が
、
と
て
も
爽

や
か
な
青
年
で
し
た
。
六
月
十
八
日
（
金
）
に

予
定
し
て
い
た
「
山
南
東
京
同
窓
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
１
」
を
案
内
し
て
き
ま
し
た
。
驚
い

た
の
は
、
他
に
三
人
の
山
南
出
身
の
野
球
部
員

が
い
た
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
再
度
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
結
果
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
参
加
し
て

貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
継
続
的
に
案
内
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
山
南
出
身
で
活
躍
し
て
い
る
大

学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
結
構
い
ま
す
の
で
、

そ
の
人
た
ち
に
同
窓
会
に
参
加
し
て
貰
っ
て
、

互
い
に
交
流
の
場
を
持
っ
て
戴
け
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

第
三
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
ス
マ
ホ
で
の
案
内
に

力
を
入
れ
る
。
Ｈ
Ｐ
も
利
用
す
る
。

第
四
に
、
メ
ー
ル
や
ス
マ
ホ
の
苦
手
な
人
た

ち
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
多
様
化
す
る
。

総
会
が
六
月
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
を
契
機
と
し
て
、一
層
同
窓
会
へ
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
！

六
月
の
「
総
会
」
、

新
た
な
出
発
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